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（定期考査）

中央アジア
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サハラ以南の
9 アフリカ
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（定期考査）
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12 （定期考査）

自然環境、歴史、産業という多様な事象を項目ごとに整理して
考察する。また、日本との結びつきも考察する。
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アングロアメリカ

ヨーロッパ

ロシア

1

西アジアと

自然環境、歴史、産業、EUの結びつき、今後の動向など多様
な事象を項目ごとに整理して考察する。また、日本との結びつ
きを考察する。

北アフリカと 中近東文化と中南アフリカ文化という文化に着目した地域区分
にもとづき、自然環境や歴史的背景と文化、一次産品への依存
など、対照的な性格の二つの地域を比較して考察する。また、
日本との結びつきも考察する。
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諸地域

現代世界の

中国、朝鮮半島について、自然環境や産業、歴史・文化、社会
などの多様な事象を項目ごとに整理して考察する。また、日本
との結びつきも考察する。

自然環境と民族・社会、インドの産業と生活の変化など、多様
な事象を項目ごとに整理して考察する。また、日本との結びつ
きも考察する。

東南アジアについて、自然環境や産業、歴史と文化・民族、
ASEANの変化と課題など、多様な事象を項目ごとに整理して
考察する。また、日本との結びつきも考察する。

2

東南アジア

    令和５年度シラバス（地理歴史）   学番（４６） 新潟県立吉田高等学校

教科（科目）

使用教科書

副教材等

帝国書院『新詳地理B』 帝国書院『新詳高等地図』

・現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。
・地図や画像、統計などの各種資料を活用することをとおして、地理的な見方や考え方を養う。
・国際社会に主体的に対応し、平和で民主的な国家・社会を形成する日本国民としての自覚と資質を養う。

１ 学習目標

２ 指導の重点

帝国書院『新詳地理資料 COMPLETE 2022』

地理歴史（地理B） 単位数 2単位 学年（コース） 3学年（文理・理系）必修

・地図や地形図、画像、統計資料等を使った学習をとおして、様々な地理的技能の習得を目指します。
・系統地理で学んだ知識を活かしながら、世界の諸地域の地域性を見い出すことを目指します。

南アジア

３ 学習計画

月 単元名 教材 学習活動（指導内容）

諸地域
乾燥帯が広がる自然環境に着目した地域区分にもとづき、自然
環境、イスラームの生活文化、資源と産業など、類似的な性格
の二つの地域を比較して考察する。また、日本との結びつきも
考察する。

時間

4

4

2

2

4

評価方法
現代世界の 東アジア

現代世界の

現代世界の
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2

アングロアメリカの自然環境や歴史・文化、社会、産業など、
多様な事象を項目ごとに整理して考察する。また、日本との結
びつきも考察する。



1

地理的な課題
2

（定期考査）
課題学習

3

以上の観点を踏まえ、下記について総合的に判断して評価します。
①定期考査   ②ワークノート、授業ノート、課題等の提出物
③授業の取り組み   ④出席状況

6 担当者からの一言

 ２年「地理Ｂ」からの継続履修になります。系統地理で学んだ基礎的な知識をもとに、世界の諸地域の地域性をさまざまな角
度から見つけ出していきましょう。

 現代世界の地理的な諸課題に対する関
心と課題意識を高め、それを意識的に追
究するとともに、国際社会に主体的に生
きる日本人としての責任を果たそうとし
ている。

 現代世界の地理的事象から課題を見い
だし、それを地域性を踏まえて多面的・
多角的に考察するとともに、国際社会の
変化を踏まえて公正に判断し、その過程
や結果を適切に表現できる。
 地図や統計、画像など地域に関する諸
資料を収集し、有用な情報を選択、活用
することを通して現代世界の地理的事象
を追究する技能を身に付けている。

 現代世界の地理的な諸課題についての基
本的な事柄や追究の方法を理解し、その知
識を身に付けている。

諸地域

（関心・意欲・態度） （思考・判断・表現）（技能） （知識・理解）

計 64 時間（55分授業）

4

オセアニア

4 課題・提出物等

・ワークノート、授業ノート、課題等を定期的に提出します。
・テーマに沿ってレポートを作成したり、課題学習をすることがあります。

５ 評価規準と評価方法

評価は次の観点から行います。

4

現代世界と日本 日本が抱える

4

現代世界において日本が抱える地理的な諸課題について、多面
的・多角的に考察し、探究する活動を通してその解決の方向性
や将来像について考察する。

2

2

ラテンアメリカ 自然環境、文化と社会、産業などの特色や日本との結びつきを
考察し、地域的特色への理解を深める。

オセアニアの自然環境や移民の歴史と多文化社会、アジアとの
結びつきなど、特色ある事象について考察する。また、日本と
の結びつきも考察し、地域的特色への理解を深める。

現代世界の

これまでの地理学習を振り返り、自分の興味・関心を持った国
やテーマを設定し、その地域的特色についてまとめる。
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